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災害危機管理シンポジウム

もしもの時、あなたはどうしますか？
本県では、１万6,000人以上の外国人が暮らして

います。その出身国籍は120カ国にも上り、それぞ
れの持つ習慣・文化の枠を超えて、地域社会は必然
的に多様化せざるを得ない傾向にあります。加えて
沖縄を訪れる外国人観光客数は、年間200万人を超
えました。
このような状況の中、もし沖縄県で大規模な災害

が発生した場合に、我々はどう乗り切るのか。空港
や港が使えない、容易に他県からの応援が得られな
いとすると、どういうことが起こるのか。
本シンポジウムは、基調講演とパネルディスカッ

ションをとおして、地域が抱える災害危機管理上の
課題を掘り下げ、それぞれの立場で対応策について
考える機会を持つことを目的に実施します。


